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.表紙せつめい・

朝日の大益支局〈氷見市〉

朝日山の麓にある真言宗の古

利」二日寺は、銀否精告ともい

われる。その霊域にイチョウ

の巨木ガそそり立つ。

地表に起伏する根の際ガらど

仏、周囲10 {~、樹高35 仏、主

幹より西南と東北に太い枝ガ

ひろガり¥大小、 12本の享し柱

ガだれさガり、百くから乳の木ともいわれ、乳の出ない人

の信仰をうけていだ。樹勢も強く、秋には 180いの銀杏の実

ガとれる。

各
地
域
に
お
け
る
消
費
生
活
上
の

苦
情
な
ど
の
処
理
の
た
め
、
苦
情
相

談
の
窓
口
を
一
層
充
実
し
、
い
ろ
い

ろ
な
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
、
物
価

モ
ニ
タ
ー
の
制
度
を
あ
ら
た
め
、
新

し
く
消
費
生
活
相
談
員
制
度
を
設
け

ま
し
た
。

相
談
員
は
、
県
下
市
町
村
に
一

O

四
名
。
消
費
生
活
上
の
相
談
の
受
付

と
解
決
に
あ
た
る
ほ
か
、
新
製
ロ
凹
や

誇
大
広
告
の
横
行
に
対
す
る
商
昂
知

識
の
普
及
、
生
活
物
資
の
動
き
や
価

格
調
査
、
過
大
景
昂
や
不
当
表
示
の

監
視
、
問
題
事
項
や
要
望
を
と
り
ま

と
め
、
県
や
市
ヘ
報
告
す
る
怠
ど
、

多
く
の
こ
と
が
ら
を
み
怠
さ
ん
と
と

も
に
消
費
生
活
の
改
善
巳
と
り
く
ん

で
い
く
も
の
で
す
。



み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、
私
は
去
る
六

月
一
日
に
、
県
が
発
足
さ
せ
た
「
消
費
生
活

地
方
相
談
員
制
度
」
に
、
市
町
村
か
ら
推
選

さ
れ
て
任
命
さ
れ
た
相
談
員
一

O
四
名
の
内

の
一
人
で
す
。

と
に
か
く
生
活
は
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

私
の
家
な
ん
か
も
大
変
。
家
計
の
や
り
く
り

に
四
苦
八
+
古
。

「何
と
か
し
て
も
ら
わ
な
く
っ
ち
ゃ
。
，
i
L

と
近
所
の
奥
さ
ん
方
と
話
し
合
っ
た
り
、
婦

人
会
な
ど
で
消
費
問
題
の
研
修
を
し
た
り
、

私
自
身
で
も
、
少
し
で
も
安
く
良
い
品
を
と
、

各
種
の
情
報
を
集
め
て
勉
強
し
て
、
苦
し
い

な
が
ら
も
、
よ
り
楽
し
い
生
活
を
と
努
力
を

重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
な
ど
が
役
場
の
知
る
こ
と
と

な
り
、
推
選
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
が
、
六
月
二
十
六
日
、
県
民
会
館
で

聞
か
れ
た
、
私
た
ち
の
研
修
会
に
出
た
と
こ

ろ
、
そ
の
内
容
の
重
要
さ
に
、
身
の
引
締
る

思
い
。
し
っ
か
り
や
ら
な
く
ち
ゃ
と
覚
悟
を

決
め
ま
し
た
。
以
下
研
修
会
で
聞
い
た
話
な

ど
交
え
て
、
私
た
ち
の
仕
事
を
紹
介
し
て
み

ま
し
ょ
、つ。

唱

し
、
生
活
物
資
の
需
給
調
査
、
買
占
め
売
惜

し
み
を
監
視
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県

民
の
中
へ
入

っ
て
、
県
民
が
物
価
上
昇
を
ど

う
受
け
と
め
て
い
る
か
、
そ
の
実
情
を
は
握

し
、
又
、
各
地
域
に
お
け
る
消
費
生
活
上
の

苦
情
等
の
処
理
の
た
め
、
苦
情
相
談
窓
口
を

一
層
充
実
し
県
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
消

費
生
活
モ
ニ
タ
ー
、
物
価
モ
ニ
タ
ー
の
制
度

を
あ
ら
た
め
新
し
く
消
費
生
活
地
方
相
談
員

を
設
置
し
ま
し
た
。

消
費
生
活
地
方
相
談
員
に
は
、
家
計
消
費

経
済
に
深
い
関
心
を
も
ち
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
方
に

市
町
村
長
の
推
せ
ん
を
受
け
、
県
下
各
市
町

村
に
一

O
四
名
の
方
を
委
嘱
し
た
の
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
ガ
ン
バ

ッ
て
下
さ
い
。
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

そ
れ
じ
ゃ
私
た
ち
の
仕
事
は
と
申
し
ま
す
と

相
談
員
の
仕
事

ハ門
、
地
域
住
民
の
消
費
生
活
相
談

相
談
員
は
、
地
域
住
民
の
消
資
生
活
上
の

苦
情
相
談
に
応
じ
、
独
自
に
、
問
題
に
よ
っ

て
は
県

・
市
町
村
の
指
示
を
得
て
こ
れ
を
解

は
じ
め
に
県
民
生
活
局
長
の
小
浜
さ
ん
の

開
会
の
言
葉
を
要
約
し
ま
す
と

小浜県民生活局長

消
費
者
問
題
と
は

県消費生活センターの消費生活講座

「
我
国
の
経
済
は
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て

著
し
い
高
度
成
長
を
と
げ
、
技
術
革
新

・
大

量
生
産
の
普
及
に
よ
っ
て
商
品
の
多
様
化
と

大
量
化
が
進
み
、
私
た
ち
の
消
費
生
活
は
、

質

・
量
と
も
に
豊
か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
消
費
生
活
を
め
ぐ
っ

て
、
有
害
危
険
な
商
品
の
出
回
り
、
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
市
場
支
配
、
新
製
品
の
出
現
、
誇
大

広
告
、
不
当
な
表
示
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

生
じ
て
き
ま
し
た
。
又
、
昨
年
暮
れ
の
石
油

パ
ニ
ッ
ク
は
、
資
源
の
限
界
、
と
い
う
こ
と

を
換
起
し
、
私
た
ち
の
消
費
生
活
の
あ
り
方

に
重
要
な
反
省
を
迫
り
ま
し
た
。

消
費
者
問
題
と
は
、
こ
の
よ
う
な
私
た
ち

の
日
常
の
消
費
生
活
の
中
で
生
じ
る
い
ろ
い

ろ
な
問
題
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
取
り
組
ん
で

消
賀
生
活
の
安
全
向
上
を
目
指
す
国

・
県

・

市
町
村
の
仕
事
が
、
消
費
者
行
政
で
す
」
と

消
費
者
問
題
に
つ
い
て
語
リ
、

決
す
る
こ
と
を
任
務
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

近
頃
は
、
消
費
生
活
の
苦
情
や
相
談
は
増

加
し
て
来
て
お
り
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
件
数
を
見
て
も
、
四
十
七
年
度

四
八
九
件
、
四
十
八
年
度
五
O
五
件
、
四
十
九

年
度
に
入

っ
て
か
ら
は
、
六
月
ま
で
で
す
で

に
一
八
九
件
と
年
を
追
っ
て
増
加
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た

人
の
件
数
で
す
か
ら
、
相
談
を
ど
こ
へ
申
し

出
で
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
泣
き
寝
入
り
し
た

数
も
多
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
私
た
ち
一

O
四
名
の
相
談
員
が
、
あ
な

た
の
身
近
に
い
る
の
で
す
か
ら
、
ど
し
ど
し

相
談
し
て
下
さ
い
。

-
相
談
事
項

一
、
生
活
必
需
品
の
値
段
や
出
回
り
量

二
、
衣
料
品
、
食
料
品
の
品
質
や
表
示

三
、
食
料
品
の
量
目
や
衛
生
状
態

四
、
不
当
な
景
品
や
過
大
包
装

五
、
そ
の
他
消
費
生
活
上
の
問
題

消
費
生
活
知
識
の
普
及

次
か
ら
次
と
出
回
る
新
製
品
、
商
品
の
氾

濫
に
よ
る
誇
大
広
告
、
不
当
表
示
の
横
行
は

消
費
者
の
商
品
選
択
の
目
を
奪
い
従
来
の
商

品
知
識
を
陳
腐
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
処
し
て
、
相
談
員
は
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
賢
し
こ
い
消
費
者
が
一
人

で
も
閉
え
る
よ
、
つ
に
消
費
生
活
に
関
す
る
さ

(司

消
費
生
活
地
方
相
談
員
の
誕
生

そ
こ
で
県
で
は
、
県
民
の
消
費
生
活
の
実

態
を
正
し
く
は
握
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
県
民
が
苦
情
相
談
と
か
買
物
相

談
が
で
き
る
よ
う
、
窓
口
を
広
ろ
げ
た
り
、

新
し
い
商
品
知
識
や
生
活
情
報
を
県
民
に
提

供
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
消
費
生
活
講
座
の

開
催
、
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
な
い
方
の
た

め
に
移
動
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
生
活
情
報
を

提
供
す
る
消
費
者
ダ
イ
ヤ
ル
、

H

ヨ
イ
・
オ

ク
サ
ン
u

(

こ
れ
は
、
電
話
番
号
、
富
山

四

一
局
O
九
九
九
番
の
愛
称
の
こ
と
)
の
設

置
、
消
費
者
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
県
民
の
消

費
動
向
は
握
の
た
め
の
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

の
設
置
、
生
活
物
資
の
価
格
及
び
需
給
動
向

を
は
握
す
る
た
め
の
物
価
モ
ニ
タ
ー
設
置
な

ど
、
消
費
生
活
の
実
態
は
握
、
消
費
者
教
育

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
暮
れ
の
石
油
パ
ニ

ッ
ク
に
端
を
発
し

た
異
常
な
物
価
の
高
騰
は
、
県
民
の
消
費
生

活
を
直
撃
し
、
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情

・

相
談
な
ど
が
目
立

っ
て
増
え
て
来
ま
し
た
。

又
、
生
活
物
資
に
関
す
る
不
正
確
な
情
報
に

よ
る
消
費
者
の
買
い
急
ぎ
ム
ー
ド
も
、
物
不
足

に
拍
車
を
か
け
る
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
ま

ーしれ~
。
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県
で
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
し
て
、

い
ち
早
く
生
活
安
定
緊
急
対
策
本
部
を
設
置

ま
ざ
ま
の
知
識
を
普
及
し
、
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
消
費
生
活
向
上
を
図
っ
て
行

き
ま
す
。
ま
た
、
相
談
員
は
消
費
者
の
要
求

に
応
え
て
、
地
域
で
の
消
費
生
活
講
座
、
映

写
会
の
開
催
等
を
い
た
し
ま
す
か
ら
こ
の
よ

斗
ノ
玖

(三)事
-
・
・
」

ナ
J
仏

な県止と
口策調

rムー・

~ 却マに
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
消
費
者
に
買

い
急
ぎ
が
見
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
、
買
占
め

売
惜
し
み
を
や

っ
て
い
る
業
者
が
い
な
い
か

ど
う
か
に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
す
。

岡

過
大
景
品
や
不
当
表
示
の
監
視

商
品
を
売
ら
ん
か
な
の
た
め
か
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
購
入
の
方
を
ハ
ワ
イ
へ
紹
待
H

と
か
、

砂
市
価
一
、

0
0
0円
の
品
を
期
間
中
五

0
0

円
で
H

と
の
広
告
は
、
し
ば
し
ば
目
に
し
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
は
ど
こ
で
も
五
O
O円

程
度
で
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で



す
。
こ
の
様
な
商
法
は
、
法
律
で
は
消
費
者

を
い
つ
わ
る
悪
徳
商
法
と
し
て
、
ま
た
、
商

庖
聞
の
公
正
な
競
争
が
確
得
さ
れ
な
い
と
の

理
由
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談
員
は
、

こ
の
よ
う
な
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
ど

う
か
も
監
視
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同

意
見
・
要
望
の
提
出

相
談
員
は
、
、
地
域
住
民
の
消
費
生
活
上
の

問
題
を
集
約
し
、
こ
れ
を
県

・
市
町
村
へ
提

案
す
る
と
い
っ
た
住
民
と
県

・
市
町
村
と
の

パ
イ
プ
役
で
す
。
す
で
に
、
生
活
安
定
へ
の

建
設
的
な
提
案
を
多
く
い
た
ゾ
い
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
方
々
も
ど
し
/
¥
私
た
ち
相
談
員

消費生活の向上のために

へ
意
見

・
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

消
費
生
活
改
善
を
み
ん
な
の
力
で

以
上
の
よ
う
に
相
談
員
は
、
各
地
域
の
消

費
生
活
向
上
の
た
め
み
な
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
わ
け
で
す
。
地
域
ぐ

る
み
の
消
岱
生
活
改
善
は
、
一
人
相
談
員
だ

け
の
力
で
は
十
分
で
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ん
一
人
一

人
の
後
押
し
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は

可
能
と
な
り
ま
す
。
相
談
員
が
買
い
急
ぎ
の

弊
害
を
普
及
し
た
と
し
て
も
、
消
的
者
が
買

い
急
ぎ
に
走
る
な
ら
、
そ
の
商
品
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
は
崩
れ
、
あ
と
に
は
、
高
価
格
が
待

視監の

及

示

普

表

出

の

査

当

提

談

識

調

不

の

相

知

の

・

望

活

活

資

口

問

要

生

生

物

景

賃

貸

活

大

見

消

消

生

過

意

「
|
|
寸
|1
L

任
務

L 

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
の
ト
イ
レ
ッ

ト

・
ペ
ー
パ
ー
騒
動
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

県
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
消
貨
生
活
に
つ
い
て

の
知
識
を
身
に
つ
け
、
冷
静
な
行
動
を
と
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

か
消
貨
は
美
徳
u

と
い
う
時
代
は
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

J
即
約
こ
そ
美
徳
々
と

価
値
感
の
転
換
を
図
っ
て
行
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
資
源
の
限
界
と
い
う
大
き
な
問
題
に

刈
し
、
私
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
相
談
員
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

M・・

相
談
員
の
家
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
が

研
修
会
が
終
わ
リ
、
こ
の
任
務
、
本
当
に

私
で
き
る
か
し
ら
ん
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

日
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
フ
ァ
イ

ト
が
ソ
明
い
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
相
談
員
の

家
に
は
、
玄
関
に
左
図
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー

が
保
つ
で
あ
り
ま
す
。
現
に
私
の
家
へ
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
が
訪
ね
て
こ
ら
れ
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
来
て
下
さ
い
。

一堂に会した消費生活地方相談員

み
な
さ
ん
の
相
談
員
と
し
て

私
た
ち
の
仲
間
一

O
山
人
は
次
の
布
が
た

で
す
。
み
な
さ
ん
の
消
貨
生
活
の
助
言
者
と

し
て
相
談
を
し
た
り
、
立
日
比
・
要
望
を
申
し

の
べ
て
下
さ
る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

λro. 氏名 f主 所 TEL ..No. 氏 名 住 所 TEL 

1 ぷ他父寿美チ 富、千石町5丁目 3-28 22-1673 53 芦崎菅子 黒、ニ日市3139 52-0740 

2 飯田すみ子 " 寺町1区378 41-8940 54 佐賀翠子 " 天神新160 仲)52-2248 

3 坂井輝チ " 布市1898 29-1624 55 細野洋実 " 荻生8125 52-6328 

4 有沢利子 " 水橋立山町 78-0911 56 飯田和子 砺、中野4264 2-0649 

5 平沢道子 " 田刈屋219-6 32-0624 57 大沢すみ " 中央町8-32 2-2849 

6 永井寿美子 " 大泉本町28-10 23-4341 58 J同 寿々子 " 権正寺303 7-0161 

7 吉崎経子 " 石坂2091-12 32-6703 59 根尾朋子 " 表町3-37 2-2120 

8 二木美波子 " 大町1区北部69-4 24-8864 60 岡田 静子 小、中央町2-7 67-2932 

9 辻沢愛子 " 水橋町394 78-1814 61 島谷作正 " 西福町6番13号 67-1554 

10 石田 きくえ " 四方西岩瀬171 35-0149 62 清水俊子 " 岩武879の1 61-2502 

11 馬場清美 " 草島538 35-0753 63 村本千代子 上、大沢野町八木山384 7 -1436 

12 伊東由紀子 " 曙町18-1 32-0102 64 鈴木海紀子 "大沢野町下大久保1042(高林方) 7-1238 

13 新田美奈子 " 長江1-4 24-5797 66 山本 よ "大山町上滝485 83-1305 

14 品目 きみ子 " 磯辺町1丁目 11-18 21-4549 66 土井勤子 中、舟橋村竹内 4-1997 

15 安川 美保子 " 清水町9丁目8-4 21-5419 67 宝島 ミチエ " 上市町北島16 2-2668 

16 山口 民子 " 牧田337 29-1559 68 三守みどり " " 三日市50 2-0300 

17 田添和子 " 綾田24 41-5239 69 村田 トシ子 " 立山町前沢2995-2 3-1811 

18 鈴木ますみ " 倉敷町1 37-9423 70 守守田 ヨT イ " 立山町野口 2358 3-0878 

19 中井順子 " 呉羽東町7288-1 36-6785 71 中 敏子 下、宇奈月町359-4 2-1841 

20 坂下絢子 " 下新町2-7 31-4088 72 四十物敦子 "入善町入善5188 72-0824 

21 牧 芳枝 高、定塚町4-14 22-8624 73 山本ひ さ " " 古畑24 78-8796 

22 村山延江 " 京町10-18 22-1862 74 沢田昭子 " 朝日町沼保613 2-1055 

23 田中勢津子 " 和田上町55 22-5347 75 清水 とも子 " " 1192 2-0441 

24 藤巻祥子 " 川原町7-27 23-0965 76 長瀬一郎 婦、八尾町上新町2768 54-3780 

25 鷲塚歌 子 " 清水町1丁目 10-25 23-0103 77 相P シ〆 ン " 婦中町袋428の5 6-3436 

26 嶋田幸子 " 内免2-2-34 23-2120 78 吉野 緑 " " 持田 178 6-3315 

27 米田栄子 " 姫野49-10 2-6087 79 田中 し Jコ " 山田村中村201 47 

28 岩瀬真知子 " 泉町5-39 22-6807 80 森井美雪 " 細入村撒原1385 129 

29 畑田 ムツ子 " 戸出町3丁目 15-10 63-1536 81 藤岡静子 射、小杉町黒河3714 6-0056 

30 関原幸子 " 白金町12-10 23-6990 82 i幸田 j青 キ支 " " 三ヶ常盤町 5-0182 

31 砧 クニ子 " 滝194 36-0464 83 倉崎民子 " "戸破かじゃ橋 5 -1279 . 
32 遠藤道子 " 城東2丁目 3-4 21-2683 84 烏帽子田真理 " 大門町土合826 52-1220 

33 釣回すみ子 " 吉久2-5-23 4-2853 85 広瀬治子 " 下村加茂3201 2621 

34 布川 昌子 " 伏木古府2-5-22 44-3075 86 亀田 香 " 大島町小林 52-1498 

35 小野登美子 " 清水2丁目 2-20 23-2747 87 松原サダ子 " " ィ、林~521 52-1007 

36 二口梅子 新、本町2丁目5-17 2-4097 88 金田幸子 束、城端町623 2-0127 

37 石川 はりを " 本江102 6-5347 89 阿部雅子 " " 140 2-0281 

38 中曾 文 " 中央町24-3 2-3842 90 池田 と み " 平村大島636 57 

39 加藤かはる " 片口560-3 6-7397 91 鉢蝋初恵 " 上平村束赤尾252 55 

40 岩田和子 魚、新金屋1丁目4-26 22-2200 92 谷戸 しげ子 " 利賀村阿別当159 59 

41 松野千代子 " 高畠1553の10 24-0828 93 杉森君代 " 庄川町三谷2525 2-2777 

42 宮崎ふみ枝 " 新金屋1丁目 10-1 22-2864 94 奥田恭子 " 井波町井波2941 2-0216 

43 三由玲子 " 新金屋1丁目 12-24 22-3959 95 中尾君子 " 本町4丁目115の2 2-0553 

44 柳原 ヨシ子 " 新金屋1丁目 11-3 24-0175 96 井頭寿子 " 井口村井口552 22 

45 仲谷兼子 氷、森寺65 72-4206 97 得永貞子 " 福野町広安2688 2688 

46 小境 節 " 比美町18-12 72-4777 98 キ木 節子 " 福野町二日町440

47 松岡 昌子 " 幸町13-4 72-0155 99 小西正子 束、福野町1617 2635 

48 扇谷洋子 " 宇波 78-1010 100 菊田康子 西、福光町観音町7404 2-3086 

49 南儀伊都子 " 窪296-5 72-6943 101 新谷玲子 " 福光町5066 2-4201 

50 高橋玲子 滑、上小泉608番地 75-0478 102 歯村和子 " 福光町荒木1533 2-0288 

51 福田道子 " 田中町571 75-1136 103 北 ゆ き " 福岡町三日市546 2387 

52 松井伸子 " 領家438 75ー 2266 104 横山 と き " 福岡町土屋396 8466 

昭和49年度富山県消費生活地方相談員名簿
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‘白・

宇
奈
月
町

調査区域

仁コ富山高岡広域都市圏

-その他都市

こ
と
し
の
十
月
か
ら
十
一
月
上
旬

に
か
け
て
、

富
山
高
岡
広
域
都
市
圏

と
そ
の
周
辺
都
市
に
お
い
て
、

建
設

省
、
富
山
県
、
各
市
町
村
が
協
力
し

て
「
パ

l
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
」

(
人
の
動

き
)
調
査
を
行
い
ま
す
。

-
調
査
の
目
的

私
た
ち
の
生
活
に
と

っ
て
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
鉄
道
や
道
路
な
ど
各
種
の
交
通
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
計
画
を
つ
く

る
た
め
の
極
め
て
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の

で
す
。

今
後
、

こ
の
調
査
結
果
と
土
地
利
用
、
社

会
的

・
経
済
的
条
件
な
ど
各
種
の
要
素
を
か

6 

み
合
せ
て
、
朝
夕
の
通
勤
、
通
学
ラ

ッ
シ
ュ

や
、
道
路
交
通
の
渋
滞
の
解
消
、

あ
る
い
は
、

新
し
い
鉄
道
や
道
路
の
整
備
と
い
っ
た
日
常

の
生
活
に
密
着
し
た
、
安
全
で
快
適
な
交
通

計
画
を
た
て
る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
よ
い
富

山
県
を
築
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

-
調
査
の
方
法

調
査
区
域
(
富
山
市
、
高
岡
市
、
新
湊
市
、

氷
見
市
、
砺
波
市
、
滑
川
市
、
小
矢
部
市
、

婦
中
町
、
小
杉
町
、
大
門
町
、
大
島
町
、
上

市
町
、
立
山
町
、
大
山
町
、
大
沢
野
町、

八

尾
町、

福
岡
町
、
下
村
、
舟
橋
村
)
に
住
ん

で
い
る
全
世
帯
、
約
一
二
万
四
、

0
0
0世
帯

の
う
ち
か
ら
、
無
作
為
に
約

一
万
七
、

0
0
0

世
帝
を
選
ぴ
、
そ
の
ご
家
庭
の
五
オ
以
上
の

家
族
の
方
々
全
員
に
調
査
票
の
記
入
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

-
調
査
の
内
容

調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
家
庭
の
指
定
さ
れ

平
日
の
一
日
に
つ
い
て
、
家
族
の
方
の
外
出

場
所
、
利
用
さ
れ
た
交
通
機
関
の
種
類
や
利

用
回
数
な
ど
、
交
通
計
画
を
た
て
る
た
め
に

必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。専

門
の
調
査
員
が
調
査
の

一
日
か
二
日
前

に
、
調
査
票
を
も
っ
て
各
ご
家
庭
を
訪
問
し
、

記
入
方
法
な
ど
を
説
明
し
、
後
日
再
び
回
収

す
る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
調

査
対
象
に
選
ば
れ
た
ご
家
庭
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
ハ
ガ
キ
で
調
査
の
協
力
依
頼
と
、
訪
問

す
る
日
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
、

ご
要
望
な
ど
疑
問
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

左
記
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

富
山
県
斤
土
木
部
都
市
計
画
課

フ

T
E
L
M
-
4
1
1
1
肉
繰
5
1
9



‘陶町

し
か
し
、
日
本
人
の
寿
命
は
、
男
七
0
・五

歳
、
女
七
五
・九
歳
と
非
常
に
の
び
て
お
り

な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
四
十
年
後
の
昭

和
九
十
年
に
は
、
六
五
歳
以
上
の
お
年
寄
一

人
を
三
人
で
養
う
と
い
う
時
代
に
な
る
で
し

ま
す
。

ま
た
、
六
五
歳
以
上
の
お
年
寄
を
二
十
歳

か
ら
六
四
歳
ま
で
の
働
き
手
で
養
う
と
断
定

し
た
場
合
、
現
在
お
年
寄
一
人
を
九
人
で
養

ょ
、っ
。

老
後
の
設
計
は
青
年
時
代
か
ら
は
じ
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日本人の平均寿命の伸び

二
十
歳
に
な
る
と
、

そ
の
日
か
ら
一
人
前

の
大
人
と
し
て
多
く
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る

と
と
も
に
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ

で
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
国
が
行
う
年
金
制
度

の
一
つ
で
、
年
を
と
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た

一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
場
合
な
ど
に
、

本
人
や
そ
の
家
族
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
制

度
で
す
。

こ
の
た
め
、
加
入
者
全
員
が
前
も
っ
て
保
険

料
を
積
み
た
て
、
さ
ら
に
固
も
保
険
料
の
半

額
を
負
担
し
て
給
付
の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

〈
国
民
皆
年
金
時
代
で
す
〉

わ
が
国
に
は
、
国
民
年
金
と
七
つ
の
被
用

者
年
金
の
公
約
年
金
制
度
が
あ
り
、
国
民
は

必
ら
ず
次
の
ど
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
国
民
年
金

②
厚
生
年
金
保
険

③
船
員
保
険

④
国
家
公
務
員
共
済
組
合

将来お年寄が多くなる

ro 
@
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合

⑥
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合

⑦
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合

③
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

こ
の
八
ツ
の
制
度
の
内
被
用
者
年
金
制
度

(
国
民
年
金
以
外
の
制
度
)
の
加
入
者
や
、

そ
の
制
度
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
人
、
受

け
る
こ
と
の
で
き
る
人
、
こ
れ
ら
の
人
の
配

偶
者
、
昼
間
部
の
大
学
生
を
除
い
た
、
二
十

歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
は
、
必
ら
ず
国

民
年
金
に
加
入
(
強
制
加
入
)
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

B 

し
か
し
被
用
者
年
金
制
度
の
加
入
者
の
中

で
、
そ
の
配
偶
者
や
昼
間
部
の
大
学
生
な
ど

は
、
希
望
し
て
国
民
年
金
に
加
入
(
任
意
加

入
)
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
日
本
人
の
寿
命
は

ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
て
い
ま
す
〉

こ
の
よ
う
に
二
十
歳
に
な
る
と
国
民
年
金

に
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
と
任

意
に
加
入
で
き
る
人
が
で
て
き
ま
す
が
、
青

年
に
と
っ
て
、
年
金
と
は
遠
い
将
来
の
こ
と

だ
と
い
う
こ
と
か
ら
か
、
関
心
が
非
常
に
薄

い
の
が
現
実
で
す
。

(働〈人20歳から 59歳に対す る老人65歳以上の割合)

人

人

、

，

n
u
R
U
圃

固

圃

n
U
今

L

，

一

同

二

、、

4

，v

ー

:

人

人

『

ー

j
d

nu
凋

崎

園

、

.

同

O

l

，

t
h
 

ー

;

〈
年
金
の
あ
る
人
生
を
〉

老
後
は
近
く
、

厳
し
く
、
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
だ
、
最
近
の
あ
わ
た
だ
し
い

世
の
中
で
は
、

い
つ
ど
ん
な
事
故
に
会
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は

間
に
あ
い
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
加
入
者
に
は
老
令
年
金
の
他
、

次
の
よ
う
な
年
金
が
支
給
さ
れ
、
生
活
の
保

障
を
し
て
く
れ
ま
す
。

母
子
年
会
↑
夫
が
亡
く
な
っ
て
残
さ
れ
た

母
子
世
帯
に

-
o

a
-
-

、

準
母
子
年
会
↑
一
家
の
大
黒
柱
に
死
な
れ

7，028 

1，945 
万人

昭和80年

6，712 

1，115 

万人

昭和60年

6，284 

872 

万人

昭和50年

6，106 

788 

万人

昭和47年

9 

た
祖
母
・
孫
・
姉
妹
に
;
・・。

遺
児
年
会
?
両
親
を
亡
く
し
て
残
さ
れ
た

子
供
に
・
・

障
害
年
ゐ

T
ム
丙
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な

っ
た
と
き
に
i

寡
婦
年
金

i
大
に
先
立
れ
た
未
亡
人
に
:
，
。

老
齢
年
会
千
ム
る
後
の
豊
か
な
く
ら
し
の
さ

さ
、
え
に
・・1
・，。

死
亡
一
時

'&
T↓品

T

人
が
な
く
な
っ
た
と
き
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
安
定
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
今
か
ら
準
備
い
た
し
ま
し

レ
品
、
「
J

。



空から拝見

八
尾
町

飛
越
国
境
の
主
峰
白
木
・
金
剛
な
ど
の
山
な
み
が
南
北
に
走
り
、

渓
聞
を
縫
っ
て
数
条
の
河
川
が
か
け
下
る
。
そ
の
起
伏
と
清
流
が

八
尾
で
落
ち
合
い
富
山
平
野
に
没
す
る
。

山
の
尾
に
し
が
み
つ
い
た
町
並
み
は
、
往
古
、
水
禍
と
戦
っ
た

祖
先
の
労
苦
を
し
の
ば
せ
る
。

八
尾
は
古
く
か
ら
飛
越
交
易
の
要
衝
で
あ
っ
た
が
寛
永
十
三
年

市
場
町
と
し
て
町
建
て
が
許
さ
れ
、
以
来
聞
名
寺
の
門
前
町
と
し

て
栄
え
た
。
特
に
、
蚕
種
生
糸
、
和
紙
の
集
散
で
知
ら
れ
、
か
つ

て
は
富
山
藩
の
御
納
戸
と
ま
で
称
さ
れ
た
。

自
然
と
人
情
の
美
は
「
民
謡
お
わ
ら
」
を
は
ぐ
く
み
、
ゆ
た
か

な
町
人
文
化
は
「
曳
山
」
を
創
案
し
て
今
に
伝
え
て
い
る
。



9
、
問
、
日
月
の
3
カ
月
聞
の

国
民
の
生
活
状
況

全
国
消
費
実
態
調
査
は
、
総
理
府
統
計
局

が
昭
和
三
十
四
年
に
は
じ
め
て
実
施
し
、
以

来
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
今
回
は
第
四
回
目
に

な
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
九
・
十
・
十
一
月
の
三
ヵ

月
間
に
わ
た
り
、
全
国
か
ら
約
五
万
世
帯
を

選
び
、
各
々
の
世
帯
に
調
査
用
の
家
計
簿
を

配
り
(
写
真
)
毎
日
の
収
入
と
支
出
の
内
容

を
記
入
し
て
も
ら
う
方
法
に
よ
っ
て
、
家
計

の
実
態
を
調
査
し
、
国
民
の
生
活
状
況
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
ま

す
調
査
の
結
果
は
、
国
の
経
済
・
福
祉
政
策

を
よ
り
効
果
的
に
行
う
基
礎
資
料
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。

な
お
、
富
山
県
で
は
九
市
(
全
市
)
と
五

町

(
上
市

・
立
山
・
八
尾
・
小
杉
・
福
光
町
)

が
調
査
市
町
と
な
り
五
八
八
世
帯
が
調
査
対

象
の
世
帯
と
な
り
ま
す
。

1
国
民
生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に

わ
た
く
し
た
ち
の
消
費
生
活
は
、
収
入
の

大
き
き
家
族
の
構
成
や
職
業
・
住
宅
の
事
情

な
ど
に
よ
り
か
な
り
異
な
り
ま
す
。
こ
の
調

査
で
は
そ
れ
ら
の
詳
し
い
結
果
を
求
め
、
家

家計簿 乙

H
t
" 

，.，，， 
11 H .肺 ! " 

Irfド....1・，."罵

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
が
、
そ
の
自
動
車

の
継
続
検
査
、
通
常
、
「
車
検
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
検
査
を
受
け
る
場
合
に
は
、
自
動
車

税
の
滞
納
が
無
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

(納
税
証
明
書
)
を
、
車
体
検
査
証
と
と
も

に
提
出
す
る
こ
と
を
道
路
運
送
車
両
法
で
、

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
自
動
車
の
継
続
検
査
の
た
め
の

納
税
証
明
書
は
、
下
の
図
の
と
お
り
納
税
通

知
書
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
納
税
と
同
時

納税通知書・納付書兼領収誌書

υ凡，

ハペf

1-'? 

イチロウ

シンソウ;Ijザワ

トヤマ

S30 

トヤマシ

す‘

計
の
実
態
を
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
明
ら
か

に
し
ま
す
。

2
三
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
調
査

調
査
は
昭
和
四
十
九
年
九

・
十

・
十

一
月

の
三
ヵ
月
間
に
わ
た

っ
て
実
施
さ
れ
、
県
知

担・ A・.. ，. 
ゆ・ . 

総理 ，府統計局

に
納
税
者
の
方
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

納
税
証
明
書
の
部
分
を
切
り
取
っ
て
車
体

検
査
証
と
一
緒
に
保
管
し
、
自
動
車
販
売
庖

や
整
備
工
場
に
継
続
検
査
手
続
を
依
頼
す
る

時
、
そ
れ
を
お
渡
し
に
な
れ
ば
、
手
続
き
が
簡

単
に
済
み
ま
す
。

な
お
、
ま
だ
自
動
車
税
を
納
め
て
い
な
い

方
は
、
県
税
の
収
納
を
取
扱
う
金
融
機
関
ま

た
は
、
県
税
事
務
所
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ

、。
'tν 

、、
‘、、、、
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事
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
、

四
十
九
人
の
調

査
員
が
調
査
世
帯
を
訪
問
し
て
、

家
計
簿
の

記
入
依
頼
や
記
入
の
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

3
家
計
簿
の
記
帳
が
調
査
の
中
心

〈家
計
簿
〉

j

こ
の
調
査
の
中
心
と
な
る

も
の
で
毎
月
の
収
入

・
支
出
を

一
項
目
ず
つ
世
帯
が
記
入
し
ま

ふ

9
。

〈世
帯
票
v
i
世
帯
の
人
の
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・
住
宅
事
情
な
ど
を
中

心
こ
、

調
査
員
が
世
帯
の
人
に

聞
い
て
記
入
し
ま
す
。

〈貯
蓄
・
借
入
金

・
年
間
収
入
調
査
票
V
-
1
-

貯
金
や
負
債
の
現
在
高
と
過
去

13 

一
年
間
の
収
入
の
額
を
調
査
し

ま
す
。

八主
要
耐
久
消
費
財
等
調
査
票

V

I

l

i

-

-

t

家
財

の
所
有
状
況
及
び
取
得
時
期
を

調
査
し
ま
す
。

4
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
る

世
情
ご
と
の
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

統
計
法
に
よ

っ
て
秘
密
の
保
護
が
き
び
し
く

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
調
査
票

に
書
か
れ
た
事
柄
は
、
統
計
を
作
る
目
的
以

外
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。



、あなたも該当しませんか， 

， 
企会の請求，降、111日

旧
軍
人
、
軍
属
の
恩
給
制
度
は
、
次
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

恩
給
の
受
給
資
格
者
で
未
だ
受
け
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
恩
給
に
関
す

る
問
題
で
い
ろ
い
ろ
の
相
談
を
受
け
た
い
方
は
、
市
町
村
役
場
軍
人
恩

給
担
当
課
ま
た
は
、
富
山
県
社
会
福
祉
課
恩
給
係
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

軍

人

恩

給

の

種

類

と

該

当

者

種 類 該 当 者 内容

下士官以下 在職年12年以上の者

普通恩給 准士官以上在職年13年以上の者 年金

軍 属在職年17年以上の者

普通扶助料
普通恩給受給者または，受給資格のあった者が死亡し

年金
たとき，その遺族

一時恩給
引き続き実在職年 3年以上一 7年未満，その間下士官

一時金
として在職年(加算年を含む)が 6ヶ月以上の者

一時扶助料
受給資格のあった者が，受給しないで死亡したとき，

一時金
その遺族

増加恩給
戦傷病により重度の障害になった者(特別項症~第 7

年金
項症)

傷病年金
戦傷病により増加恩給が支給されない程度の障害のあ

年金 |
る者(第 1款症~第 4款症)

公務扶助料 戦死，戦病死した者の遺族 年金

そ の 他
特別扶助料(年金).特別傷病恩給(年金).傷病賜金

(一時金)

ニ

旧

軍

人

、

軍

属

の

加

算

年

の

金

額

計

算

へ

の

算

入

次
の
人
の
思
給
受
給
者
に
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
よ
り
、
恩
給
年
額
に
加
算
年
が
算
入
、
増
額
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。
下
記
の
該
当
者
は
改
定
請
求
を
し
て
下
き
い
。

付
満
七

O
才
以
上
の
者
の
普
通
思
給
お
よ
び
父
母
の
受
け
て
い
る
扶
助
料

口
妻
、
子
の
受
け
て
い
る
扶
助
料

同
傷
病
恩
給
が
併
給
さ
れ
て
い
る
普
通
思
給

軍

人

恩

給

法

改

正

の

概

要

次
の
表
は
昭
和
四
十
五
年
以
降
法
律
改
正
さ
れ
た
主
な
も
の
で
す

時効年月日

52. 9 . 30 

法律第81号
46. 5 . 29 53. 9 . 30 

-南西諸島，小笠原諸島，硫黄列島，

南鳥島および千島列島での抑留者に抑

留加算の算入(1ヵ月につき 1ヵ月)z-9月2日川続き上記以外の海外にあった者に

ついて，帰国の日までの期間，加

算が認められていた。

・海外てや戦犯者として拘禁された期間

に加算の算入(1ヵ月につき 1ヵ月)

-内国戦務加算の算入(1ヵ月につき

1.5ヵ月以内)

(主として内地台湾朝 鮮樺対
関東州などで戦務に従事した期間 l
に対する加算(但し，所属部隊. I 
期間に制限がある。) J 

・職務加算の算入(1ヵ月につき 2ヵ

月以内) 、

(一一一または不健康業務に従事した場合 |

に対する加算(但し他の加算との l
重複は認めない。) J 

・下士官以上の者に一時恩給の支給

(内容前記)

・外国政府職員等の抑留期聞の通算

・戦犯拘禁期聞の全期聞の通算

占要正改施行年月日

法律第99号
45. 5 . 26 

法律および
公布年月日

45. 10. 1 

46. 10. 1 

55. 9 . 30 
-軍人等の加算年の金額計算への算入

(内容前記)

・一般文官の戦務加算年を軍人恩給在

職年に算入

48. 10. 1 
法律第60号
48. 7 . 2 

56. 8 . 30 
-下士官以上の者の一時思給支給条件

の緩和

(一 …在桝(加算を含
む) r 1年以一ヵ月以叶
改正

・外国政府職員等の在職期聞の通算条

件の緩和
従来は「外国政府職員等になるた

め軍人を退職した」または「昭和

20年 8月 8日まて、在職」していた

ことが通算条件となっていたが自

己の意志により退職した場合以外

は全期間通算する。

49. 9 . 1 
法律第93号

49. 6 . 25 

「イI : ~:攻年」とは，実際に勤務した年数に加算年数を加えた年数。 なお教員箸察官，文官

としての勤務期間があれば，その期間を含める 。

r JJII~~:年」 とは，戦地勤務. f!1l留期間などにつけられる花職年の符IJ.I¥"':し年数。

「泣 族」とは，妻，子，父母，祖父母で死亡当時生計を共にしていた者。

r注』

ー

『注J (外国政府一一一一一一一旧満州国， 旧家古連合自治政府に勤務した者。

「外国政府職員等」とは {外国特殊法人一一旧満州鉄道，旧華北交通，旧満州電信電話株式会社などに勤務した者。

l外凶特妹機関一一旧満州帝国協和会，旧満州拓村l公社などに勤務した者。

県
教
育
文
化
会
館落

成
記
念

。
県
民
劇
場
々

昭
和
四
十
七
年
十
月
に
誕
生
し
て
以
来
、

総
合
的
な
文
化
団
体
と
し
て
め
ざ
ま
し
い
活

動
を
展
開
し
て
い
る
県
芸
術
文
化
協
会
。
そ

し
て
、
今
夏
七
月
十
日
に
竣
工
し
、
は
な
ば

な
し
く
予
」
け
ら
落
し
会
す
ま
せ
た
文
化
の
殿

堂
、
県
教
育
文
化
会
館

0

4
E文
協
u

に
加
盟
す
る
意
欲
的
な
人
た

ち
が
、
県
教
育
委
員
会
と
共
催
し
て
、
そ
の

活
動
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
の
誕
生
ま
記

念
し
、
新
装
の
同
会
館
ホ
ー
ル
を
会
場
に
画

期
的
な
催
し
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

名
づ
け
て
か
県
民
劇
場
。
|
|
九
月
と
十
月

の
毎
週
木
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
お
お

よ
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通
り
で
す
。

こ
の
催
し
が

H

画
期
的
。
と
い
わ
れ
る
の

は
、
出
し
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
幾
つ
か
の
文
化

団
体
の
協
力
に
よ
り
、
ま
っ
た
く
新
し
い
視

点
に
立
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
各
国
独
自
の
催
し
が
全
体
と
し
て
統

一
さ
れ
た
形
式
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
も
ま
た
、

全
国
的
に
例
を
見
な
い
企
画
と
い
わ
れ
る
所

以
(
ユ
エ
ン
)
で
す
。

た
と
え
ば
「
交
響
楽
と
バ
レ
エ
の
夕
べ
L

に
お
い
て
は
、
第
一
部
弦
楽
合
秦

・
第
二
部

バ
レ
エ
・
第
三
部
交
響
楽
・
第
四
部
交
響
楽

と
バ
レ
エ
の
共
演
の
四
部
を
披
蕗
し
ま
す
が
、

こ
れ
に
は
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
洋
舞
協

会
の
ス
タ

ッ
フ
が
全
力
を
あ
わ
せ
ま
す
。
ま

た
演
劇
「
ポ
セ
イ
ド
ン
仮
面
祭
」
で
は
、
制

作
ス
タ

ッ
フ
な
ら
び
に
出
演
メ

ン
バ
ー
を
各

県背少年オーケストラ
県洋舞協会

県演劇団体連絡協議会

県音楽協会

県邦楽協会
県日本舞踊協会

県学校吹奏楽連盟
県民謡民舞逮盟

出演団体

9月12日附午後 6時

9月19日同午後 6時

9月26日同午後 6時

午後 2時
10月10日(柑

午後 6時

10月17日同午後 6時

開催日時

交響楽とバレエの夕べ

3 I吹奏楽と民謡の夕べ

祝典喜劇「ポセイドン仮面祭」
(辻邦生作)

5 I洋楽をたのしむ夕べ

2 I日本の調べと踊り

名 称グ〉しf佳回

4 

劇
団
か
ら
選
抜
し
、
現
時
点
に
お
け
る
県
演

劇
界
の
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
公
演
を
お

め
に
か
け
ま
す
。

邦
楽
と
日
本
舞
踊
、
吹
秦
楽
と
民
謡
、
洋

楽
を
た
の
し
む
夕
べ
を
加
え
て
六
回
、
そ
れ

ぞ
れ
の
上
演
委
員
会
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
期
待
に
こ
た
え
る
べ
く
、
プ
ラ
ン
を
練
り

準
備
に
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

九
月
・
十
月
、
「
木
曜
日
の
夕
べ
は
県
民

劇
場
へ
」
|
|
お
問
い
あ
わ
せ
は
、
富
山
県

芸
術
文
化
協
会
事
務
局
(
富
山
市
舟
橋
北
町

七
l
一
県
教
育
文
化
会
館
内
電
話
四
一

ll
八

六
三
五
)
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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10月24日同午後 6時

オ5

歌劇「手古奈」上演委貝会

県合唱連盟

創作歌劇「手古奈」とコーラス・
コンサート

6 



立物価と家計簿1

果物消費のうつりかわり
果
物
の
豊
富
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
も
こ
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
今
回

は
、
果
物
消
費
の
昭
和
四
十
年
か
ら
の
変

化
を
み
て
み
ま
し
た
。

生
活
実
感
で
は
バ
ナ
ナ
が
安
く
な
っ
て

き
て
大
い
に
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
い
ち
ご
も
ど
ん
ど
ん

増
え
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

一
方
、
柿
や

リ
ん
ご
は
昔
ほ
ど
食
べ
な
く
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
を
実
際
に
、
み
な
さ
ん
に
書
い
て

い
た
だ
い
た
家
計
簿
を
と
り
ま
と
め
た
結

果
(
家
計
調
査
)
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
果
物
購
入
数
量
の
推
移
の
グ
ラ
フ

は
昭
和
四
十
年
の
数
量
を
一

O
Oと
し
て

各
年
の
割
合
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

全
国
の
世
帯
の
平
均
で
す
が
、
前
に
述
べ

た
実
感
と
よ
く
あ
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
家
庭
の
果
物
の
購
入
数
量
の
変
化
も

こ
れ
と
同
じ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

も
つ
一
つ
の
グ
ラ
フ
は
、
年
聞
の
果
物

全
部
へ
の
支
出
金
額
を
一

O
Oと
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
果
物
の
支
出
割
合
を
年
ご
と

に
-
不
し
て
い
ま
す
。
数
日
抵
の
グ
ラ
フ
と
ほ

ぼ
同
じ
形
で
す
が
、
よ
く
み
る
と
値
動
き

も
読
み
と
れ
ま
す
。
例
え
ば
み
か
ん
と
バ

ナ
ナ
の
支
出
割
合
は
下
が
り
ぎ
み
で
す
が
、

数
量
は
、
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
み

か
ん
や
バ
ナ
ナ
が
他
の
果
物
に
比
べ
て
割

安
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
-
不
し
て
い
ま

す
。

なし

300 

200 

ももわ300 

100 
40 

200 

47 46 44 45 43 42 41 40 

200 

100 

。

ま
た
、
そ
の
他
の
果
物
へ
の
支
出
割
合

が
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
メ
ロ
ン

・

パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
・
・
レ
モ
ン

・
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
等
果
物
の
種
類
や
量
が
笠
直
に
な

り
、
ま
た
私
た
ち
の
好
み
が
多
様
化
し
て

き
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

果物への支出割合の推移
(全国平均，果物への全支出額=100%) 
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富山市の品目別価格(7月)

6月から 6月から

品目 量名 ネ内 単位 価格 みた上昇 品目 銘 中両 単位 価格 みた上昇

率 (%) 率(%)

食パン 普通品 1 kg 258 0 み そ 並，袋入(1 kg入) l袋 241 13 

μラIJlftー メン 即席中華めん袋入り 100 g 49 o 11 1I'少 糖 上自 1 kg 210 。
あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上) 100 g 104 28.4 レモン 1側約110g， rサンキスト」 1 kg 323 ム13.4

さ Lf 丸(長さ約25cm-35cm) 100 g 29 26.1 パナナ 1 kg 165 ム 6.2

し、 か するめいか 100 g 73 23.7 ち り 紙 白ちり 3号， クレープ付 800枚 222 。
牛 肉 中 100 g 238 ム 0.8 せ洗んたく用剤 合(2成65洗kg剤入~)粒状箱入 1箱 588 。
豚 肉 中 100 g 133 2.3 ベニヤ板 孟与iii必要会!t必潟)11枚 395 1.3 

ノ、 ム プレスハム，上 100 g 160 。ワイ(iシ昆キャ}jツ) 紡カブyロターードhiポ0番リ手エ，ス白テ.，ル手通i1t品 H文 2，100 。
牛 手L 加工乳(200c.c入)月極め 1本 45 15.4 せんたく代 綿配，達.ワ料イ金シ後ャ払ツ(いカ ンター) 1枚 95 。
鶏 JJs 11間約60g 1 kg 297 9.2 灯 油 白灯油，詰替売り，配達 18.e 650 。
キャベツ 1 kg 84 35.5 

7"ロノ守ン
家庭用， 10kg，容器代除〈 l本 1，300 。，11' A 

ほうれん草 1 kg ガ自 ソ!ffJ)リ Jンド 税レギ金ュ光ラりーガソリ ン 1 .e 100 。
大 キ艮 1 kg 105 28.0 理髪料 大人調髪(洗髪を含む) 1回 1，150 。

ト一一一一一 ノマーマネン
大 旦 黄白立 100 g 31 29.2 卜{¥: コールド(セ ッ トを含む) 1回 2，575 。

ト一一一一一 。ノトマンンアキンイ スグしょう油 波(2I1 人14「ひキ"ん J占 1本 435 サナイイロン 1005%-，プレーン， l足 200 。
e Á. ) r ~ .. /コーマン向U ズ M. 15-20デニール

、主 生鮮食料品は上・中 ・下旬の平均価格，そ の他の品目は中旬の価格です。ム印は，マイナス を示し ています。

オフ



このページはみなさん

のページです。ご意見

ご要望をお寄せくださ

い。あて先は、富山市

新総曲輸1-7富山県県

民課広報係です。

みんなの

広場

修
理
さ
え
す
れ
ば
ま
だ
十
分
使
え
る
電
気

製
品
を
「
部
品
が
あ
り
ま
せ
ん
」
の
一
言
で

買
い
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ニ
と
に
な

っ

た
と
い
う
経
験
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
で
し

ト晶
、「，
。

通
商
産
業
省
で
は
こ
の
よ
う
な
ム
ダ
を
す

ニ
し
で
も
な
く
す
た
め
に
、
補
修
用
性
能
部

品
の
最
低
保
有
期
間
等
を
改
定
し
ま
し
た
の

で
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
保
有
期
間
の
延
長
〉

こ
れ
ま
で
は
昭
和
四
十
年
十
二
月
に
出
さ
れ

た
産
業
杭
造
事
議
会
の
答
申
に
北
づ
い
て
、
部

品
の
最
低
保
有
期
間
を
も
つ
け
て
、
業
界
に
遵

守
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
そ
の

補
修
用
性
能
部
品
の
最
低
保
有
期
間
を
さ
ら
に

一
1
二
年
延
長
す
る
と
と
も
に
、
対
象
品
目
も

今
ま
で
の
二
四
品
目
か
ら
三
二
品
目
に
拡
大
し

て
、
業
界
に
要
請
し
ま
し
た
。
(
表
参
照
)

グ
お
に
い
ち
ゃ
ん
赤
ト
ン
ボ
4

無
ち
ゃ
な
ド
ラ
イ
バ
ー
も
確
か
に
い
る
よ
う
で
す
が
、

ド
ラ
イ

以
上

ほ
く
た
ち
歩
行
者
は
気
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
、
僕

は
思
っ
て
い
ま
す
o

p
め
っ
、

お
に
い
ち
ゃ
ん
、
赤
と
ん
ぽ
U

一
ぴ
き
の
赤
と
ん
ぼ
を
見
の
が
す
ま
い
と
、

追
っ
て
道
路
へ
走
っ
た
。

妹
は
空
の
一
点
を

道
路
と
い
う
の
は
、
ぼ
く
の
家
の
前
を
一
直
線
に
通
っ
て
い
る

国
道
八
号
線
で
す
。
う
な
り
を
た
て
て
、
大
小
の
自
動
車
が
は
く

進
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
は
い
い
つ
け
を
よ
く
守
っ
て
い
る
妹
も
、

め
ず
ら
し
い
赤
と
ん
ぼ
を
見
つ
け
て
何
も
か
も
忘
れ
て
走
っ
た
の

で
し
ょ
、
っ
。

ぼ
く
は
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

「
あ
、
あ
ぶ
な
い
日

妹
の
そ
で
を
つ
か
ん
で
、

ひ
き
ょ
せ
た

と
、
後
を
走
り
ま
し
た
。

す
ぐ
前
を
、

大
き
な
ダ
ン
プ
が
、
気
味
悪
い
風
を
残
し
て
走
り
去

nJキ
デ
し
れ
~
。

「
ば
か
や
ろ
、
っ
U

運
転
手
の
声
が
、
ぼ
く
の
頭
を
、
が
ー
ん
と
な
ぐ
っ
た
感
じ
が
し

宇
品
、
1
レれ~。

妹
の
事
故
は
運
転
手
の
事
故
で
す
。

者
の
方
が
苦
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

死
ん
だ
も
の
よ
り
殺
し
た

ど
ん
な
に
前
方
を
確
認
し
て

走
っ
て
い
て
も
、
急
に
飛
び
出
し
て
行
っ
た
ら
ど
う
に
も
な
ら
な

い
こ
と
は
、

よ
く
わ
か
る
。

「
ば
か
や
ろ
、
っ
日

ぼ
く
は
そ
の
声
が
本
当
に
運
転
手
の
心
で
あ
る
と
感
じ
て
、
妹

〈
製
品
の
製
造
を

打
ち
切
っ
た
時
か
ら
〉

と
妹
が

福
岡
町
福
岡
小
学
校
五
年

森

田

和

宏

の
飛
び
出
し
が
ど
ん
な
に
悪
い
こ
と
か
し
み
じ
み
と
思
い
ま
し
た
。

妹
の
肩
を
抱
い
て
、
遠
く
へ
行
く
ダ
ン
プ
の
後
ろ
を
じ
っ
と
見

て
い
ま
し
た
。

よ
く
わ
か
っ
て
い
る
と
思
っ
て
も
、
型
の
よ
う
に
確
認
し
て
い

て
も
、
そ
れ
は
赤
と
ん
ぼ
一
ぴ
き
で
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

ふ

9
。ち

ょ
っ
と
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
る
と
、
そ
れ
は
き
っ
ぱ
り
忘
れ

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
ぼ
く
た
ち
の
用
心
と
は
、
こ
ん
な
う
す

っ
ぺ
ら
い
も
の
の
よ
う
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
仏
様
に
お
参
り

に
ゆ
く
の
に
自
動
車
が
何
十
台
続
こ
う
と
も
、
と
ぎ
れ
が
で
き
る

ま
で
、
じ
っ
と
待
っ
て
横
断
し
て
い
る
よ
う
に
、
ぼ
く
も
、
も
っ

と
も
っ
と
し
ん
け
ん
に
交
通
安
全
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
は
ぽ
く
に
も
、
と
び
出
し
の
に
が
い
経
験
が
あ
る
の
で
す
。

一
年
生
の
こ
ろ
で
し
た
。
小
失
部
市
の
祖
父
の
家
人
遊
び
に
行
っ

た
と
き
の
こ
と
、
左
右
を
確
か
め
た
は
ず
だ
っ
た
の
に
、
急
ア
レ
ー

キ
を
か
け
た
乗
用
車
が
、
ぼ
く
の
す
£
削
で
止
ま
っ
た
の
で
す
。

一
秒
間
、
ぽ
く
の
歩
き
方
が
速
か
っ
た
ら
、
急
停
車
し
た
乗
用
車

の
下
に
、
血
を
流
し
た
ぼ
く
の
死
体
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で

す
J

。ぼ
く
の
父
は
、
夜
は
、
雨
が
ふ
ら
な
く
て
も
黄
色
の
ヤ
ッ
ケ
を

着
て
外
に
出
ま
す
。
母
は
外
へ
出
か
け
る
家
族
の
者
に
は
、
い
つ

も
に
こ
に
こ
顔
で

「
気
を
つ
け
な
さ
い
。
」

と
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

18 

「
お
と
う
さ
ん
は
信
号
機
」
か
ら

テ
レ
ビ
の
U
H
F
が
映
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、

ま
た
、
最
低
保
有
期
間
を
過
ぎ
た
製
品
の
修

理
を
依
頼
さ
れ
た
場
合
で
も
修
理
に
必
要
な
時

間
や
費
用
に
つ
い
て
十
分
説
明
し
た
う
え
で
、

部
品
の
最
低
保
有
期
間
は
、
製
品
の
製
造
を

打
ち
切
っ
た
時
か
ら
計
算
し
て
O
O年
、
換
言

す
れ
ば
そ
れ
以
上
の
期
間
、
部
品
を
保
有
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
し
た
が

っ
て
最
低
保
有
期
間
を
す
ぎ
た
場
合
で
も
、
メ

ー
カ
ー
の
判
断
に
お
い
て
で
き
る
だ
け
補
修
部

品
を
保
有
す
る
ほ
か
、
設
計
図
は
さ
ら
に
長
期

時
間
や

費
用
を
明
確
に
〉

す
ぐ
近
く
の
修
理
屋
さ
ん
に
た
の
ん
だ
と
こ
ろ
、

結
果
的
に
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
三
四
に
あ
っ
て
い

な
い
だ
け
だ
っ
た
の
に
、
八
O
O
円
請
求
さ
れ

た
。
電
気
せ
ん
た
く
機
の
ネ
ジ
を
し
め
た
だ
け

な
の
に
、
五
、

0
0
0
円
請
求
さ
れ
た
。
高
す

〈
修
理
に
必
要
な

修
理
の
要
求
に
応
ず
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ

中
で
、
意
外
に
多
い

間
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

の
修
理
費
に
つ
い
て

ー
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
の

の
が
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
苦
情
の
中
に
は
、
わ
ず
か
二
1

三
O
O円
ぐ
ら
い
の
部
品
を
取
り
替
え
る
の
に

二、

0
0
0円
も
三
、

0
0
0円
も
請
求
さ
れ
た

角川
・

部
品
保
有
期
間
@
占

議塾璽i

守9

〈
消
費
者
の
要
望
に

答
え
る
た
め
に
v

と
か
、
ど
こ
を
調
整
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
の

に
何
千
円
も
請
求
さ
れ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
な
か
に
は
消
費
者
の
認
識
が
う
す

い
た
め
の
苦
情
も
あ
り
ま
す
。

く
、
人
件
費
や
交
通
費
も
含
ま
れ
て
き
ま
す
。

と
は
い
え
、
消
費
者
に
す
れ
ば
納
得
の
で
き
な

い
お
金
を
払
う
の
は
バ
カ
バ
カ
し
い
こ
と
で
す

修
理
代
は
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
、
修
理
を
た
の

む
か
ど
、
7
か
決
め
ま
し
ょ
、7
。

修
理
代
の
中
に
は
単
に
部
品
代
だ
け
で
は
な

メ
ー
カ
ー
が
い
く
ら
部
品
を
持
っ
て
い
て
も
、

直
接
消
費
者
と
接
す
る
販
売
業
者
が
部
品
の
取

唱

リ
寄
せ
を
め
ん
ど
、
つ
が
っ
た
り
、
修
理
技
術
者

補修用性能部品の

最低保有期間

製

不
在
だ
っ
た
り
し
て
、
買
い
換
え
を
す
す
め
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
販
売
業
者
に

対
し
て
最
低
保
有
則
問
中
に
消
費
者
か
ら
修
理

依
頼
を
交
け
た
場
合
は
、
必
ず
こ
れ
に
応
ず
る

こ
と
。
版
売
前
が
修
理
能
力
を
持
た
な
い
場
合

は
、
適
切
な
修
理
機
関
を
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と

を
要
請
し
て
い
ま
す
。

1'ilL気冷蔵庫

lエアーコンディショナー

名

8
8
8
8
8
8
8
8
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
5
5
5
5
5
U
 

白巣テレビ

カラーテレビ

ステレオ

扇風機

電気井戸ポンプ
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-県政のうごき

1日.産米予約数量決る
昭和49年産米の事前売渡し申し込み限度数量は，富

山がうるち米238，300トン， もち米 14，300トンの計

252，600トンと決まった。

7日.参院議員に言田実氏当選
第10回参院通常選挙富山地方区の投票は81.34パーセ

ントの投票率で，吉田実氏(自民)が当選した。

9日.定例県議会開く
定例富山県議会が招集され，会期を 17日までの 9日

間と決めたあと中田知事は提案理由説明と当面の諸門

題についての所信を述べた。

レッカー車で強制撤去

事捷

一

7 月 1 日 ~7 月 31 日

10日.教育文化会館落成
芸術，文化活動の殿堂として広く県民の利用に供す

る教育文化会館，教育棟，文化棟が完成した。

15日.レッカー車で違法車を撤去
県警本部は，都市総合交通規制対策の第一弾として，

15日から富山，高岡両市の駐車禁止区域に違法駐車し

てある車両のうち，悪質な車両をレ ッカ一車てい強制撤

去した。

17日.22議案可決，閉幕
7月定例富山県議会は 17日，本会議を開いて中田知

事から提案された富山新港工業用地を燐化学に売却す

る件など22議案と報告25件を原案通り可決閉幕した。

18日.夏の高校野球開幕
第56回全国高校野球選手権富山大会は，富山県営球

場で大会史上最高の39校が参加し， 9日聞の熱戦の幕

をあけた。 この結果高岡商業高校が催賞，甲子園出場

が決まった。

20日.軽費老人ホーム開所
県内初の軽費老人ホーム「九重荘」がオープン。流

杉老人ホームのとなりに約 1億6，000万円をかけた建

物で単身者は4.5畳，夫婦は 6畳と 3畳の 2間となっ

ている。

県内在住者で60歳以上が条件となっている。

21日.宇奈月町長に野崎氏
す:奈月町長選挙は21日投票が行われ，即日開票の結

果，前同町助役，野崎吉郎氏が当選した。

23日.11疾患を特定疾患に追加
富山県特定疾患対策協議会は，大腿四頭筋短縮症，

添血性貧血，肺腺維症，特発性心筋症，免疫不全症候

群，網膜色素変性症，脳背髄血管異常，天宿恰，メニ

エール病，慢性卒炎の11疾患を新たに追加した。

熱戦をくりひろげた高校野球

26日.富山医科薬科大学に
富山大学評議会で林学長は，同大学の薬学部と和漢

薬研究所を分離，国立富山医科薬科大学の構想、が提案

された。

31日.リレースタートゾーン
冬季国体距離競技， リレースタートゾーンが大山町

本宮に完成，引渡式が行われた。

この地区は立山山ろく観光レジャー地区の山野スポ

ーツランドの中心になり，国体後山野スポーツセンタ

ーとして一般に利用をはかる。
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第3日曜は 家庭の目 黒 部 市 村 椿 小 五 年 村 井 敏 美

.今月のテーマ

くおとしよりをうやまい、家族の心を結び合おう0)

テレビ「みんなの県政」あんない

-北日本放送

包週日曜日、午前9時から30分間

小学生や同好会のコ ラスを紹介しなガら

県の施策をわかりやすく解説します。

一般のコーラスグループのご参加をお待ち

しています。申込みは県民課ヘ。

-富山テレビ

包週月曜日から土曜日までの包日、午後 5

時45分から5分間

物価情報、お知らせ、県政一口メモ、歳時

記などの情報番組です。-、
二のほか新聞「みんなの県政」 を包月最終

工曜日北日本、富山¥読売、北陸中日の各新

聞に載せています。

ご意見ご希望を県民課広報係へとしどしお

寄せください。

宮 (0764)31-4111 (内線 369)

県民のみなさんと県政をむすぶために、県民相談室が

あります。気軽にご利用下さい。

富山県県民謀 干930富 山市新総曲輪 1-7ft(0764)31-4111 

高岡地方県民相談室 〒933高岡市赤祖父211 ft(0766)21-9411 

魚津地方県民相談室 干937魚津市新宿10一7 ft(0765)24-5311 

砺波地 方県民相談室 〒939-13砺波市幸町lー 7ft(07633)2-5151 

県民電話は、みなさんの相談をうけつける電話です。

24時間働いています。

.みんなの県政 9月号No.68.企画発行富山県県民生活局県民認富山市新総曲輪lの7ft31-4111干930
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